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 “The most demanding National Treasure of all”—a class 
about Mitokusan Sanbutsuji Temple Okunoin （called

“Nageire-do”） in Tottori prefecture

� YAZAKI Sawako

Abstract

　　This is a practical report on an initiative at a private high school af-
filiated with a science and engineering university to implement classes 
incorporating science and technology into the subjects taught by each 
teacher. Based on the theme of Nageire-do in Tottori Prefecture, which 
is associated with the legend of Enno-gyoja, teaching materials were cre-
ated using LoiLo Note, and taught in classes using tablets. As a result, 
the initial leaning objectives （to learn about ancient architectural styles 
and construction methods ; to think about the reason why Nageire-do is 
located in a place where it is impossible to construct a building ; to know 
the relationship between ancient religious views and buildings, which is a 
prerequisite for reading the classics ; and to cultivate interest in cultures 
situated outside the metropolitan area） were achieved. Opinions from 
the research discussions revealed findings that could lead to future issues 
and new developments in terms of the effects of information and commu-
nications technology （ICT） devices, unique initiatives in private schools, 
and interest in local history and culture. In particular, in order to effec-
tively utilize the most of the characteristics of private schools, it is essen-
tial to continue to explore new forms of teaching that make the most of 
the ICT environment and teaching equipment based on the educational 
policy.
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鳥取・三徳山三仏寺奥の院（通称：投入堂（なげいれど
う））を題材とした授業「日本一危険な国宝」

� 矢　崎　佐和子

　各教員が担当する科目の中で、科学技術的な観点を取り入れた授業を実
施するという、私立の理工系大学附属高等学校での取り組みに関する実践
報告。役行者の伝説とともにある鳥取県の投入堂をテーマとして、ロイロ
ノートを用いた教材を作成し、タブレットで授業を行った。結果、当初に
掲げた目標（古代の建築様式や工法について学び、建築物を建てるには無
理のある場所に堂のある理由について考え、古典を読む上では前提となる
古代の宗教観と建造物との関係性を知り、首都圏以外の文化への興味・関
心を高めること）を達成できた。加えて、研究討議での意見を通じて、
ICT 機器の効果、私学における独自の取り組み、地域の歴史や文化への
興味・関心といった点おいて、今後の課題や新たな展開へとつながる発見
があった。特に私学の特性を生かす点においては、その教育方針に基づき、
ICT の環境や教具を生かす、新しい授業の形を模索し続けていくことが
肝要である。



39

鳥
取
・
三
徳
山
三
仏
寺
奥
の
院
（
通
称
：
投
入
堂
（
な
げ
い
れ
ど
う
）） 

を
題
材
と
し
た
授
業
「
日
本
一
危
険
な
国
宝
」

矢　

崎　

佐
和
子

は
じ
め
に

　

今
か
ら
約
十
年
前
、
Ｉ
Ｃ

（
（
（

Ｔ
教
育
と
い
う
用
語
を
初
め
て
知
っ
た
私
は
、
新
し
い
教
育
の
形
に
希
望
を
抱
い
て
、
十
六
年
勤
め
た

東
京
の
私
立
高
等
学
校
を
後
に
し
て
鳥
取
県
ま
で
や
っ
て
来
た
。
当
時
で
は
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実
現
し
、
小
規
模
で
教
育
を
行

う
と
い
う
中
高
一
貫
の
新
設
私
立
校
で
教
科
指
導
や
図
書
館
、
担
任
を
担
当
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
側
の
都

合
で
当
初
の
話
と
は
異
な
る
役
職
と
な
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
教
材
開
発
や
授
業
実
践
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
県
立
図
書
館
の
充
実
し
た
郷
土
資
料
に
接
し
た
り
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
と
は
異
な
る
歴
史
・
文
化
に
触
れ
ら
れ
た

り
し
た
三
年
間
は
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
七
年
、
そ
の
年
に
新
校
舎
へ
移
転
し
た
東
京
の
私
立
理
工
系
大
学
附
属
の
中
学
・
高
等
学
校
へ
の
採
用
が
決
ま
り
、
首
都

圏
に
戻
っ
た
。
数
年
の
間
で
さ
ら
に
進
ん
だ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
設
備
・
機
材
を
使
用
し
て
、
中
学
校
国
語
、
高
等
学
校
の
古
典
を
教
え
る
機
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会
に
恵
ま
れ
た
。
鳥
取
で
あ
た
た
め
て
き
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
日
々
の
授
業
に
取
り
込
む
中
で
、
さ
ら
に
二
つ
の
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

ひ
と
つ
は
、
各
自
が
扱
う
科
目
の
中
で
、
主
と
し
て
工
学
的
な
観
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
年
に
一
回
は
実
施
す
る
と
い
う
、
学
校

で
の
継
続
的
な
取
り
組
み
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
古
典
と
科
学
技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
と
さ
ら
に
は
、
三
年
間

生
活
し
た
鳥
取
の
歴
史
・
文
化
を
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
よ
り
面
白
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
で
、
い
く
つ
か
の
授
業
を
展

開
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、「
日
本
一
危
険
な
国
宝
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
行
っ
た
、
一
コ
マ
（
五
〇
分
）
の
授
業
案
と
教
材
で
あ

っ
た
。
学
校
が
導
入
し
て
い
た
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
・
ス
ク
ー

（
（
（

ル
の
機
能
を
生
か
し
た
の
も
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
幸
運
が
、
就
任
し
て
二
年
目
の
時
に
、
勤
務
校
を
会
場
に
し
て
実
施
さ
れ
た
「
全
国
私
立
大
学　

附
属
・

併
設　

中
学
校
・
高
等
学
校　

教
育
研
究
集
会
」
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
教
科
横
断
型
の
授
業
に
関
心
を
持
つ
全
国
の
私
学
の

先
生
方
に
向
け
て
公
開
授
業
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
論
考
で
は
、
そ
の
際
の
研
究
授
業
と
授
業
後
の
公
開
授
業
研
究
協
議
の
場
で
い
た
だ
い
た
意
見
等
に
つ
い
て
ま
と
め
、
本
授
業

案
と
教
材
の
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

授
業
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト

【
授
業
の
概
要
】

授
業
日
＝
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日　

一
時
間
目

教　

科
＝
国　

語
（
国
語
総
合
乙
〔
古
典
〕）
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学　

年
＝
高
校
一
年
（
高
校
時
よ
り
入
学
し
た
女
子
生
徒
一
七
名
の
ク
ラ
ス
で
実
施
）

テ
ー
マ
＝
「
日
本
一
危
険
な
国
宝
」（
特
色
あ
る
古
代
の
建
築
と
古
典
文
学
的
な
背
景
と
の
か
か
わ
り
）

使
用
機
器
＝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
入
学
時
に
全
員
が
購
入
）

　

※
絵
図
1
・
授
業
者
の
参
拝
証
拠
写
真
（
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
画
面
）、
絵
図
2
・『
大
山
寺
縁
起
』

【
授
業
の
流
れ
】

　

勤
務
校
で
の
特
色
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
理
系
教
科
だ
け
で
な
く
、
全
教
科
が
テ

ー
マ
を
考
え
、
担
当
科
目
と
科
学
技
術
と
の
関
わ
り
合
い
を
生
徒
に
紹
介
す
る
授
業
の
古
典
分
野

で
の
実
践
で
あ
る
。

　

1
、
ク
イ
ズ
形
式
に
よ
る
導
入
、
画
像
や
動
画
で
「
投な

げ

入い
れ

堂ど
う

」
に
つ
い
て
知
る
。

　

2
、
同
じ
技
法
の
建
造
物
を
紹
介
し
て
「
投
入
堂
」
の
建
築
様
式
と
そ
の
構
造
を
知
る
。

　

3
、‌�「
投
入
堂
」
が
ど
の
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
の
か
（
建
築
の
方
法
）
を
考
え
る　

→
ロ
イ
ロ

ノ
ー
ト
に
よ
る
回
答
。

　

4
、‌�「
投
入
堂
」
が
〝
危
険
〟
と
さ
れ
る
場
所
に
あ
る
理
由
を
考
え
る　

→
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
に

よ
る
回
答
。

　

5
、「
投
入
堂
」
が
九
〇
〇
年
以
上
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
る
理
由
を
考
え
る　

→
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
に
よ
る
回
答
。
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【
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
】

〔
狙
い
〕

　

鳥
取
県
の
建
造
物
に
お
い
て
唯
一
の
国
宝
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
三
徳
山
三
仏
寺
奥
の
院
」
は
、

役え
ん
の

行ぎ
ょ

者う
じ
ゃが

呪
術
で
投
げ
入
れ
た
と
い
う
伝
説
に
も
と
づ
き
「
投
入
堂
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
建
築

技
法
等
に
は
謎
も
多
い
。
古
代
の
建
築
様
式
や
工
法
に
つ
い
て
学
び
、
建
築
物
を
建
て
る
に
は
無

理
の
あ
る
場
所
に
堂
の
あ
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
、
古
典
を
読
む
上
で
は
前
提
と
な
る
古
代
の
宗

教
観
と
建
造
物
と
の
関
係
性
を
知
り
、
首
都
圏
以
外
の
文
化
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
。

　

※
新
設
科
目
「
言
語
文
化
」
内
の
「
3
．
内
容
の
取
扱
い
」
で
示
さ
れ
た
「
伝
承
や
伝
統
芸
能

な
ど
に
関
す
る
音
声
や
画
像
の
資
料
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

（
（
（

る
」
実
践
と
い
う
点
も
意
識
し
て
授

業
を
組
み
立
て
た
。

〔
教
材
〕

　

地
元
の
建
築
家
・
生
田
昭
夫
氏
の
論
文
・
著
書

（
（
（

、
お
よ
び
、「
投
入
堂
」
に
関
す
る
郷
土
資
料
、

日
本
の
伝
統
的
な
建
築
に
関
す
る
文
献
を
参
考
と
し
て
、
授
業
者
が
本
講
義
用
の
教
材
を
ロ
イ
ロ

ノ
ー
ト
に
て
作
成
し
た
。

授
業
の
構
想
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【
導
入
】

〔
学
習
内
容
〕

・「
投
入
堂
」
に
つ
い
て
知
る
。

〔
教
授
活
動
〕

・
ク
イ
ズ
形
式
に
ま
と
め
た
画
像
を
用
い
て
投
入
堂
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

・
動
画
を
視
聴
し
て
投
入
堂
と
役
行
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
。

〔
指
導
上
の
留
意
点
〕

・
何
人
か
の
生
徒
に
答
え
を
聞
く
。

・
投
入
堂
が
〝
危
険
〟
で
、
建
築
物
を
建
て
る
に
は
無
理
の
あ
る
場
所
に
存
在
す
る
ゆ
え
に
、
役
行
者
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
の

名
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。

【
展
開
】

〔
学
習
内
容
〕

①
「
投
入
堂
」
の
建
築
様
式
と
そ
の
構
造
を
知
る
。

②
「
投
入
堂
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
。

③
「
投
入
堂
」
が
ど
う
し
て
あ
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
。

④
「
投
入
堂
」
が
九
〇
〇
年
以
上
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
る
理
由
を
考
え
る
。
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〔
教
授
活
動
〕

①-

1　
「
懸か

け

造づ
く
り」

の
工
法
に
つ
い
て
知
る
。

①-
2　

他
の
懸
造
の
建
築
物
と
投
入
堂
の
違
い
に
注
目
し
な
が
ら
、
投
入
堂
の
構
造
に
つ
い
て
知
る
。

②
〈
発
問
〉「
ど
の
よ
う
に
し
て
（
ど
う
い
う
方
法
で
）
あ
の
よ
う
な
場
所
に
お
堂
を
建
て
た
の
か
。」

③
〈
発
問
〉「
ど
う
し
て
（
ど
の
よ
う
な
理
由
で
）
あ
の
よ
う
な
場
所
に
お
堂
を
立
て
た
の
か
。」

④
〈
発
問
〉「
ど
う
し
て
（
ど
の
よ
う
な
要
因
で
）
九
〇
〇
年
以
上
も
お
堂
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
る
の
か
。」

〔
指
導
上
の
留
意
点
〕

①-

1　

有
名
な
懸
造
の
建
築
物
を
当
て
さ
せ
て
か
ら
本
題
に
入
る
。

①-

2　

他
の
懸
造
と
異
な
り
、
か
な
り
の
急
斜
面
の
洞
内
に
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
る
。

②
呪
術
で
は
な
い
現
実
的
な
建
築
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
が
至
る
よ
う
に
す
る
。

③
自
然
的
条
件
、
動
画
で
紹
介
さ
れ
た
修
験
道
の
考
え
方
、
古
代
の
人
間
の
神
仏
に
対
す
る
素
朴
な
姿
勢
な
ど
が
発
想
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

④
投
入
堂
が
他
の
古
代
の
建
造
物
の
諸
条
件
と
異
な
る
点
か
ら
考
え
が
導
け
る
よ
う
に
す
る
。

　

※
②
～
④
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
に
自
分
の
考
え
・
理
由
を
記
し
て
提
出
さ
せ
る
。

【
ま
と
め
】
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〔
学
習
内
容
〕

・
本
時
の
学
習
内
容
の
再
確
認

・
参
考
文
献
の
紹
介

〔
教
授
活
動
〕

・
投
入
堂
が
人
の
手
で
建
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
建
て
る
に
は
無
理
の
あ
る
場
所
に
建
て
ら
れ
た
意
味
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
理
解
で
き
た
か
の
促
し
を
す
る
（
授
業
を
振
り
返
り
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
必
要
に
応
じ
で
示
し
た
り
す

る
）。

〔
指
導
上
の
留
意
点
〕

・
古
典
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
要
素
を
文
章
で
は
な
く
、
建
造
物
と
そ
の
伝
承
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
示
唆
を
与
え

る
。

・
本
校
の
図
書
室
に
収
蔵
し
た
本
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

授
業
の
実
際

【
前
段
階
と
し
て
⑴
】

　
「
日
本
一
危
険
な
国
宝
」
は
、
本
論
考
の
研
究
授
業
の
前
年
に
、
高
校
二
年
生
の
古
典
Ａ
の
授
業
〔
中
学
入
学
者
の
附
属
大
学
進

学
コ
ー
ス
、
男
子
生
徒
の
み
、
各
四
十
数
名
×
三
学
級
〕
で
実
施
し
て
い
る
。
九
月
中
に
「
予
告
編
」
と
題
し
て
導
入
を
実
施
、
十
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月
第
四
週
に
「
本
編
」
を
実
施
し
た
。

　

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
で
作
成
し
た
教
材
は
、
ク
イ
ズ
や
動
画
、
手
描
き
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
取
り
入
れ
て
な
る
べ
く
飽
き
な
い
よ
う
に

し
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
生
徒
は
多
少
な
り
と
も
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
興
味

の
な
い
生
徒
を
う
ま
く
引
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
に
思
え
た
。
質
問
を
し
た
り
反
応
を
示
し
た
り
し
な
が
ら
講

義
に
聞
き
入
る
者
も
あ
り
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
成
果
が
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
学
年
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
な
い
学
年
で
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
学
年
で
の
双
方
向
型
の
展
開
の
構
想

に
基
づ
い
た
教
材
へ
の
作
り
直
し
を
期
し
て
い
た
。

【
前
段
階
と
し
て
⑵
】

　
「
授
業
の
構
想
」
の
〔
教
授
活
動
〕
で
示
し
た
三
つ
の
発
問
〈
発
問
〉（
②
③
④
）
を
軸
と
し
て
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
で
の
教
材
を
双
方

向
型
に
な
る
よ
う
に
作
り
直
し
、
公
開
授
業
前
に
、
や
は
り
高
校
一
年
で
、
高
校
時
よ
り
入
学
し
た
男
子
生
徒
三
八
名
の
ク
ラ
ス
で

授
業
を
実
施
し
た
。

　
「
投
入
堂
」
自
体
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
（
絵
図
1
）、
そ
の
点
は
前
年
度
同
様
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
と
い
う
手

応
え
が
あ
っ
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
双
方
向
の
授
業
展
開
が
で
き
た
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
一
人
一
人
に
授
業
に
参
加
し
た
と

い
う
満
足
感
が
得
ら
れ
、
授
業
者
が
伝
え
た
い
内
容
へ
の
理
解
も
前
年
度
よ
り
深
ま
っ
た
様
子
も
う
か
が
え
た
。

【
公
開
授
業
の
実
際
】
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先
に
示
し
た
「
授
業
の
構
想
」
に
お
け
る
【
展
開
】
に
お
い
て
、
ま
ず
は
、「
投
入
堂
」
の
建
築
様
式
と
そ
の
構
造
を
知
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
。
投
入
堂
は
大
変
簡
素
な
造
り
で
は
あ
る
が
、
京
都
・
清
水
寺
と
同
じ
「
懸
造
」
と
い
う
工
法
で
あ
る
こ
と
は
す
ん

な
り
と
確
認
で
き
た
。

　

次
に
、「
投
入
堂
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
（
②
）
た
め
に
、「
ど
の
よ
う
に
し
て
（
ど
う

い
う
方
法
で
）
あ
の
よ
う
な
場
所
に
お
堂
を
建
て
た
の
か
。」
と
い
う
問
い
を
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
画
面
で
示
し
、
解
答
の
時
間
を
与

え
た
。
各
自
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
解
答
を
提
出
さ
せ
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
機
能
を
用
い
て
一
斉
に
表
示
し
た
。
何

名
か
が
、
地
上
で
一
度
建
築
し
た
も
の
を
一
度
解
体
し
て
運
ん
だ
、
足
場
を
組
ん
で
作
業
を
し
た
と
い
っ
た
解
答
に
た
ど
り
つ
い
た
。

そ
れ
に
基
づ
き
、『
大
山
寺
縁
起
』（
絵
図
2
）
に
描
か
れ
た
地
上
で
の
建
築
作
業
の
絵
や
、
大
正
時
代
の
投
入
堂
修
復
工
事
の
際
に

足
場
を
組
ん
だ
写
真
が
残
っ
て
い
る
も
の
を
見
せ
た
。

　

続
け
て
、「
投
入
堂
」
が
ど
う
し
て
あ
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
（
③
）
た
め
に
、「
ど
う
し
て
（
ど
の
よ
う
な
理
由

で
）
あ
の
よ
う
な
場
所
に
お
堂
を
立
て
た
の
か
。」
と
い
う
問
い
を
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
画
面
で
示
し
、
先
の
発
問
と
同
じ
よ
う
な
手

順
で
各
自
の
解
答
を
示
し
た
。
神
聖
な
場
所
で
あ
っ
た
、
修
行
の
場
と
し
て
な
ど
の
解
答
が
得
ら
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
似
た
よ
う

な
場
所
に
立
つ
島
根
県
の
鰐
淵
寺
の
蔵
王
堂
や
、
最
初
に
動
画
で
紹
介
し
た
役
行
者
ゆ
か
り
の
大
峰
山
の
険
し
い
山
中
で
の
修
行
の

様
子
が
わ
か
る
写
真
な
ど
を
提
示
し
た
。

　

最
後
に
、「
投
入
堂
」
が
九
〇
〇
年
以
上
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
る
理
由
を
考
え
る
（
④
）
た
め
に
、「
ど
う
し
て
（
ど
の

よ
う
な
要
因
で
）
九
〇
〇
年
以
上
も
お
堂
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
る
の
か
。」
と
い
う
問
い
を
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
画
面
で
示

し
、
先
の
二
つ
の
発
問
と
同
じ
よ
う
な
手
順
で
各
自
の
解
答
を
示
し
た
。
岩
が
ひ
さ
し
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
雨
を
し
の
げ
た
か
ら
、
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創
建
時
よ
り
何
度
か
修
復
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
と
い
っ
た
解
答
を
何
人
か
か
ら
得
ら
れ
た
。
実
は
、
寺
社
の
多
く
は
戦
乱
の

中
で
火
災
に
遭
っ
て
消
失
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
投
入
堂
は
そ
の
特
殊
な
場
所
に
お
け
る
建
築
ゆ
え
に
戦
火
を
免
れ
た
こ

と
が
、
当
初
の
姿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
現
代
に
残
し
て
い
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
（
公
開
授
業
に
先
立
っ
て

実
施
し
た
男
子
ク
ラ
ス
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
気
づ
く
生
徒
が
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
あ
っ
た
）。

　

す
べ
て
の
発
問
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が
自
分
で
考
え
て
解
答
に
到
達
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
他
の
生
徒
の
解
答
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
出
さ
れ
た
前
面
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
共
有
す
る
た
め
、
生
徒
各
々
の
気
づ
き
を
促
し
、
授
業
者
が
意
図
し
た

展
開
へ
と
導
き
な
が
ら
、
目
標
と
し
た
と
こ
ろ
を
お
お
む
ね
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

公
開
授
業
研
究
協
議
記
録
よ
り

　

教
育
研
究
集
会
の
午
後
に
は
、
公
開
授
業
に
関
す
る
研
究
協
議
が
開
か
れ
た
。
教
科
ご
と
に
、
午
前
中
に
実
施
さ
れ
た
授
業
す
べ

て
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。
国
語
科
で
は
三
授
業
が
対
象
と
な
り
、
一
五
名
の
先
生
方
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
「
日
本
一
危
険
な
国
宝
」
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・
先
生
が
楽
し
ん
で
い
た
。
生
徒
に
も
伝
わ
る
。
受
験
に
向
け
て
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
中
で
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を　

あ
げ
る
の
に
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
良
い
。

・
授
業
後
、
生
徒
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
感
想
を
話
し
て
い
た
。
こ
う
い
う
も
の
も
他
の
ク
ラ
ス
に
伝
え
て
影
響

を
与
え
ら
れ
れ
ば
。
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ま
た
、
社
会
科
の
担
当
の
先
生
の
参
加
が
あ
り
、
他
教
科
と
の
連
携
に
よ
っ
て
炭
素
年
代
測
定
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
も
導
入
で

き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
ど
の
授
業
と
い
う
の
で
は
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
使
用
す
る
効
果
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

・
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
使
用
し
た
授
業
の
振
り
返
り
に
は
、
使
用
し
た
資
料
を
カ
ー
ド
で
送
信
で
き
る
（
場
合
に
よ
っ
て
は
紙
の
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
も
可
能
）
で
あ
る
。

・
生
徒
全
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
所
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
双
方
向
型
の
授
業
で
意
欲
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ

で
話
し
合
い
を
す
る
方
が
有
効
な
場
合
も
あ
る
が
、
個
人
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
さ
れ
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
考
え
を
す

べ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
学
級
全
体
で
解
答
を
導
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

・
教
員
の
側
と
し
て
も
、
紙
媒
体
よ
り
も
提
出
の
有
無
の
確
認
が
容
易
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
の
注
意
点
や
疑
問
点
に
対
す
る
声
が
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
章

に
お
い
て
紹
介
し
、
検
討
し
た
い
。

授
業
の
総
括
と
今
後
の
課
題

【「
は
じ
め
に
」
で
示
し
た
問
題
意
識
か
ら
】

1
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
使
用
す
る
効
果
と
注
意
点

　
「
日
本
一
危
険
な
国
宝
」
の
教
材
を
作
成
し
、
授
業
と
し
て
創
意
工
夫
を
重
ね
た
動
機
と
目
標
の
最
初
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ロ
イ
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ロ
ノ
ー
ト
を
使
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
対
す
る
関
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
も
十
分
確
認
が

で
き
た
と
思
う
が
、
一
方
で
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
は
特
に
中
学
生
に
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
授
業
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の
有
無
や
、
展
開
の
方
法
に
よ
っ
て
は
、

授
業
中
あ
る
い
は
作
業
が
終
わ
る
と
授
業
に
不
要
な
違
う
こ
と
に
取
り
組
む
生
徒
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
（
勤
務
校
で
は
、
中
学

生
以
上
に
高
校
生
は
厳
し
い
ル
ー
ル
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
た
）。
そ
う
い
う
意
味
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
が
あ
る
か

ら
生
徒
は
授
業
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
常
に
教
員
側
に
は
、
生
徒
を
飽
き
さ
せ
な
い
テ
ー
マ
や
授
業
の
組
み
立
て
が
求
め
ら
れ

る
点
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
な
い
授
業
と
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
使
用
し
た
授
業
の
定
期
考
査
や
評
価
に
関
し
て
は
、
研
究
協
議
で
も
質
問
が
あ
が
っ
た
。

す
べ
て
の
授
業
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
使
用
し
て
実
施
す
る
の
で
は
な
い
た
め
、
多
く
の
教
員
が
平
常
点
に
組
み
込
む

方
法
を
と
っ
て
い
た
。
特
に
、
本
論
考
で
取
り
上
げ
た
特
別
な
授
業
に
つ
い
て
は
評
価
の
対
象
外
で
あ
り
、
評
価
の
対
象
と
な
る
単

元
や
指
導
内
容
に
つ
い
て
、
今
回
と
同
じ
よ
う
な
教
材
と
展
開
で
扱
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
疑
問
と
し
て
残
っ

た
。

2
、
私
学
に
お
け
る
独
自
の
取
り
組
み
が
持
つ
可
能
性
と
留
意
点

　

工
学
や
科
学
技
術
を
自
分
の
担
当
し
て
い
る
科
目
と
結
び
つ
け
て
授
業
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
聞
い
た
時
に
、
理
工
系
の

私
学
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
だ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
古
典
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
た
。
実
際
、「
日
本
一
危

険
な
国
宝
」
以
外
で
も
い
く
つ
か
古
典
分
野
で
の
授
業
を
実
践
し
た
が
、
建
築
は
扱
い
や
す
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
感
じ
た
。
国
語
の
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先
生
方
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
日
本
の
古
代
建
築
を
扱
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
例
も
あ
り
、
ほ
か
、
漢
籍
に
記
さ
れ
た

湿
度
の
測
定

（
（
（

法
や
、
歌
舞
伎
の
舞
台
装
置
、
現
代
文
で
あ
る
と
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
小
説
な
ど
を
採
り
上
げ
て
い
た
。

　

Ａ
Ｉ
技
術
な
ど
は
、
国
語
の
直
接
の
対
象
で
あ
る
「
言
語
」
と
の
つ
な
が
り
も
深
く
、
国
語
の
授
業
の
延
長
の
テ
ー
マ
と
し
て
扱

い
や
す
い
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
古
典
の
授
業
で
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
注
意
す
べ
き
点
も
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
独
自
の
テ
ー
マ
を
全
教
科
・
全
科
目
で
扱
う
の
は
私
学
な
ら
で
は
で
あ
り
、
普
段
な
か
な
か
授
業
で
扱
う
こ
と
の
で
き
な

い
古
典
常
識
（
古
典
の
背
景
と
な
る
時
代
の
文
化
や
生
活
）
を
知
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
れ
ば
、
国
語
の
授
業
か
ら
大
き
く
逸
脱

し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

3
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
へ
の
興
味
・
関
心
を
促
す
効
果

　

私
は
、
た
ま
た
ま
鳥
取
と
い
う
特
定
の
地
域
を
扱
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
授
業
は
ぜ
ひ
鳥
取
で
実
践
し
た
か
っ
た
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
生
徒
た
ち
が
、
自
分
達
自
身
の
郷
土
の
こ
と
を
学
ぶ
意
義
は
、
学
習
指
導
要
領
の
前
文
で
掲
げ
ら
れ
た
目
標
の
一
つ
で
も

あ
る
。
一
方
で
、
東
京
の
理
工
系
の
学
校
で
扱
っ
た
と
い
う
意
味
も
お
お
い
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
以
前
、
歴
史
を
通
し
た
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
の
講
座
を
受
け
た
こ
と
が
あ

（
（
（

る
。
そ
の
際
、
長
崎
県
か
ら
の
参
加
者
が
、

長
崎
県
は
歴
史
や
文
化
を
き
ち
ん
と
発
信
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
た
。
し
か
し
、
修
学
旅
行
生
は
継
続
的
に
訪
れ
て
い
る

と
い
う
。
か
く
い
う
私
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
高
一
貫
の
私
学
の
卒
業
生
で
、
高
校
の
修
学
旅
行
は
長
崎
で
あ
っ
た
（
今
で
も
変
わ
ら

ず
長
崎
修
学
旅
行
の
よ
う
で
あ
る
）。
長
崎
で
長
崎
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
根
幹
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

の
日
本
で
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
目
的
が
第
一
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
、
生
徒
た
ち
の
多
く
は
修
学
旅
行
に
の
ぞ
ん
で
い
た
は
ず
で
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あ
る
。

　

今
回
の
公
開
授
業
の
研
究
協
議
で
も
、「
授
業
を
き
っ
か
け
に
実
際
に
投
入
堂
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
生
徒
が
い
る
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
私
学
に
お
け
る
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
、
歴
史
や
文
化
を
通
じ
た
地
域
振
興
と
結
び
つ
く
き
っ
か
け
に
な

る
と
い
う
事
実
は
興
味
深
い
。

4
、
国
語
・
古
典
の
授
業
と
し
て
の
広
が
り
や
深
み
を
持
た
せ
る
た
め
に
は

　

最
後
に
、
あ
く
ま
で
「
日
本
一
危
険
な
国
宝
」
は
国
語
・
古
典
の
授
業
で
あ
る
と
見
た
時
に
、
言
語
や
物
語
と
の
関
係
性
に
は
乏

し
い
こ
と
が
難
点
で
あ
る
。
研
究
協
議
で
も
提
案
さ
れ
た
と
お
り
、
他
教
科
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
一
コ
マ
と
は
言
わ
ず
取
り
組
む

こ
と
で
、
そ
の
問
題
は
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
こ
の
教
材
に
つ
い
て
、
授
業
を
学
校
側
か
ら
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
即
し
つ
つ
国
語
・
古
典
の
授
業
と
し
て
深
め
る
可
能

性
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
絵
図
2
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
普
請
に
つ
い
て
の
用
語
や
大
工
の
道
具
の
名
称
、
そ
の
意
味
や
語
源

な
ど
を
扱
う
の
は
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え

（
（
（

た
。

　

そ
う
で
な
く
と
も
、
学
校
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
工
学
的
な
テ
ー
マ
を
自
分
の
担
当
科
目
で
扱
う
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
鳥
取
県
ま
で
取
り
入
れ
て
、
さ
ら
に
言
語
的
な
も
の
も
考
慮
に
入
れ
る
と
い
う
の
は
、
す
で
に
一
コ
マ
の
授

業
で
多
く
の
主
題
と
内
容
を
扱
い
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
た
。
し
か
し
、
授
業
を
参
観
し
た
先
生
の
一
人
か
ら
の
次

の
よ
う
な
評
が
あ
っ
た
。

　
「
従
来
の
私
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
空
間
を
は
る
か
に
超
え
た
世
界
観
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
空
間
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
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そ
の
中
で
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
く
様
子
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
は
お
そ
ら
く
彼
ら
の
現
実
と
国
語
が
持
っ
て
い
る
世
界
、
そ
し
て
、
そ
の
間
に
あ
る
世
の
中
の
歴
史
の
流
れ
と
い
う
よ
う
な

も
の
を
、
極
め
て
短
時
間
に
身
に
付
け
て
、
そ
こ
で
理
解
を
し
た
こ
と
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
授
業
そ
の
も
の
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
が
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
私
は
受
け
ま
し

（
（
（

た
。」

　

デ
ザ
イ
ン
思

（
（
（

考
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
り
、
個
人
的
に
は
そ
れ
を
教
育
の
現
場
で
連
呼
す
る
の
に
は
懸
念
を
抱

く
の
で
は
あ
る
が
、
特
に
私
学
の
特
性
を
生
か
す
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
と
教
具
を
有
効
に

用
い
て
、
新
し
い
授
業
の
形
を
今
後
も
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

《
注
》

（
1
）Inform

ation and Com
m

unications T
echnology

：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
。

（
2
）「
生
徒
が
主
体
的
に
学
び
合
う
双
方
向
授
業
を
実
現
し
、「
思
考
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
力
」「
英
語
4
技
能
」
を
育
て
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
し
た
、
ク
ラ
ウ
ド
型
授

業
支
援
ア
プ
リ
で
あ
る
。
全
国
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
で
導
入
実
績
が
あ
る
。
以
降
、
本
論
考
で
は
「
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
」
の
略
称
を
用
い
る
。

（
3
）
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
〇
年
三
月
告
示
／
文
部
科
学
省
）。

（
4
）『
住
と
建
築
：life stage

』（Carpenter spirits: 

建
築
士
・
工
務
店
の
た
め
の
月
刊
建
築
情
報
誌
／
企
画
編
集
委
員
会
編
）
で
連
載
さ
れ
て
い
た
生
田
昭
夫
氏
の
論

文
「
国
宝
三
佛
寺
奥
の
院
（
投
入
堂
）：
解
け
た
謎
。
深
ま
る
謎
。」、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
を
新
た
に
一
冊
に
ま
と
め
た
『
国
宝
三
佛
寺
奥
院
「
投
入
堂
」　

解
け
た

謎
。
深
ま
る
謎
。〈
改
訂
版
〉』（
二
〇
一
七
年
一
二
月
／
堂
計
画
室
）。

（
5
）「
淮
南
子
」
説
山
訓
第
二
十
一
節
「
燥
湿
の
気
」。

（
6
）
阪
南
大
学
・
和
泉
大
樹
教
授
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
座
（
二
〇
二
二
年
一
月
）。
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（
7
）
役
行
者
の
説
話
を
扱
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
工
学
・
科
学
技
術
の
観
点
と
い
う
学
校
か
ら
の
指
定
を
受
け
、「
日
本
一
危
険
な
国
宝
」
で
は
呪
術
の
否
定
を
起
点
と
し

て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
主
に
中
学
生
用
に
教
材
を
作
成
し
て
実
践
し
た
の
が
、「
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
受
難
」
と
い
う
、
出
雲
神
話
に
基
づ
い
た

授
業
で
あ
っ
た
が
、
別
の
機
会
に
発
表
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（
8
）
第
二
三
回　

全
国
私
立
大
学　

附
属
・
併
設　

中
学
校
・
高
等
学
校　

教
育
研
究
集
会　

報
告
集
「
Ａ
Ｉ
社
会
で
輝
く
生
徒
を
育
て
る
」
～
Ａ
Ｉ
に
使
わ
れ
る
の
で

は
な
い
、
Ａ
Ｉ
を
開
発
し
活
用
す
る
人
材
の
育
成
～
」
よ
り
連
盟
会
長
挨
拶
の
一
部
。

（
9
）『
情
報
・
知
識 im

idas
』
に
よ
れ
ば
、「
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
用
語
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
設
計
や
図
案
の
こ
と
で
あ
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
「
製
品
デ
ザ
イ
ン
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
私
た
ち
は
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
見
た
目
の
構
図
や
ス

タ
イ
ル
を
思
い
浮
か
べ
る
。
し
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
見
た
目
だ
け
で
は
な
く
、
計
画
や
立
案
の
段
階
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
意
味
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
製
品
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
に
は
、
単
に
製
品
の
審
美
性
や
独
自
性
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
製
品
の
機
能
性
、
操
作
性
、
安
全
性
な
ど
も
検
討

課
題
と
な
る
。
近
年
、
デ
ザ
イ
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
重
要
な
視
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
のd.school

や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
の
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
な
ど
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
に
結
び
つ
い
た
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
創
造
的
な
課
題
解
決
を
お
こ
な
う
「
デ
ザ
イ

ン
・
シ
ン
キ
ン
グ
（design thinking

）」
は
、
デ
ザ
イ
ン
重
視
の
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
た
思
考
方
法
で
あ
る
。」


